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向すらうかがえるのである．
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125．　35SO4を用いた人胃粘液多糖類の

　　　代謝に関する研究
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　人胃におけるムチンの代謝については最近注日される

ようになり病的状態とくに胃癌におけるムチン代謝の変

動が問題になっている．われわれはNa2　35SO－｛を用いて

in　vivoにおける人日の非癌および癌組織のムチンとく

にsulfated　mucinの代謝を動物の胃（犬およびラット）

と比較しながら検討した．動物日の35SO4の標識はラッ

トでは胃増殖細胞帯に強く認められ、犬でも胃増殖細胞

帯に強く幽門腺にやや弱く主細胞に弱く認められる．経

時的に35SO4の動きを犬胃において観察すると35SO4投

与後5分で増殖細胞の核上部のGolgi　regionと思われる

部分に標識が現われ40分後には内腔面に近い部分の細胞

質への移行が認められ4時同後には内腔に大量の標識が

認められsulfated　mucinが核上部で合成され時間ととも

に内腔に排出されていく状態が観察された．人冑のムチ

ンとくにsulfated　mucinの検索は胃切除手術時、　Na2－

35SO4　250／tCiを局所標識し30分ないし2時間後に取りだ

された切除標本にオートラジオグラフィーを行ないHE，

PAS，　alcian　Blue染色にて検索した．非癌人胃粘膜で

は35SO4標識はsurface　epithelial　cell．　generative　cell．

mucous　neck　cell，　parietal　cellにはほとんど認められず

犬およびラットの胃の35SO4標識像と著しく異なる・す

なわち胃sul±ated　mucinの代謝はspeciesによって異な

る．なお人胃のpyloric　glandおよびchief　cellには軽度

の35SO4の標識が認められる．腸上皮化生を起した胃の

上皮は35　SO4の漂識が非常に強いがとくに杯細胞の間に

はさまれた一見ムチンをもたない円柱細胞には35SO4の

標識が強い．一方杯細胞のPAS、　alcian　blue染色でよ

く染まるムチン貯溜部には短時間では35S仇の標識の取

り込みは少ない．これは円柱細胞はsulfated　mucinの代

謝が早く，杯細胞は，代謝の遅いムチンの貯溜した状態

の細胞ではないかと推定される．人冑癌では欠一：時間標識

では35SO4の標識は強くない．　mucocellular　carcinoma

では印環細胞にある程度35SO4の取り込みをJめる．し

かしその分布は杯細胞のごとき規則性はないようである．
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126．3H－Thymidineを用いた胃粘膜

　　　上皮細胞の動態について
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　1951年Fitzgerald以来，3H－thymidineを応川した胃粘

膜上皮細胞の動態に関する報告が若：F行なわれている．

今回私たちは局所標rlJ法を川いて人胃に3H－thymidineを

応用し胃病変部および非病変部の粘膜上皮細胞の動態を

検討した．すなわち病変部および非病変部の粘膜内に等

張ブドウ糖液で薄めた25μCi　31｛－thymidineを局所注射し

30分ないし2時闇後被検組織を採取して，オートラジオ

グラフを作製した．その結果非病変部の標識指数は約40

％，潰瘍辺縁部では40～60％，冑ポリープでは35％．胃

癌では20～25％を示した．癌の中でも印環細胞のごとく

成熟したものでは約10％と低値を示した．さらに私たち

は局所頻回ド曳法を川いて2例の胃癌の腹壁転移li“Sに

6日間ないし1011間12時間ごとに上記の3H－thymidineを

局所注射し日を追ってその｛票識指数の推移を観察し同時

にその間に腫瘍の体積を測定し各腫瘤の増殖および生長

曲線を求め人癌の増殖と生長の解析を試みた．すなわち

この腫瘍のtGおよびtsを算定するとtGは12～121／6日tsは

24～32時間であった．そこで癌細胞のtsはLipkin等に

よるlll常円粘膜L波細lj包のtsより2～3倍長い事実が認め

られた．また現在までえられたデータでは癌の種類を問

わずtsはほぼ24～48時間で一定であった．さられ上記｜III

線よりこの腫瘤の増殖率（v）を求めらと0．056～0．058

となり，また計算により生長率（δ）を求めると0．012～

0．038となる．癌腫癌においてv＞δということは癌細胞

自身は絶えず増殖していてもそれらのrliには分化して増

殖能を失ったりあるいは壊死したりする癌細胞が存在す

るためであると考える．したがって早期癌ことに消管粘

膜上に拡がった癌では管腔内に落ち込んで失われる要素

も働いてくるので癌の生長率はさらに著しく低下してい

るものと推察できる．以上の観点から私達は人癌の発展

様式を三型に大別した．すなわち先ず表在生長型では

レ》δ，深部生長型ではV＞δ，対数増殖生長型ではV二δ．
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